
カール・ユングによれば、最も希少な性格タイプは、通常、人生の後半になって成功を収める
という。
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　早く到着する人もいれば、空虚なまま到着する人もいます。そして、他とは異なる気質を持
つ人々は、遅れて到着します。しかし、彼らが到着するとき、彼らは「完全な自分」としてそ
こにいるのです。
　この動画では、カール・ユングが「速さではなく、深さを追求するために生まれた」と考え
た、ある希少な性格タイプの７つの特徴を探ります。
　もし、あなたが、周囲が歩むペースや時間軸と自分はどこか違うと感じてきたなら――子ど
も時代をまるで外から眺めているように過ごしたり、決断に時間がかかったり、あるいは孤独
を空虚なものとは感じなかったりしたなら――この動画はあなたのためにあります。
　これらは欠点ではありません。これらは、安易な同調を拒む精神の証なのです。たとえ時間
がかかろうとも、自らの手で一から意味を築き上げようとする精神の表れなのです。

　＜ナレーション開始＞
　ほかの人々よりも遅れて到着したように見える人たちについてとても興味深い事実がありま
す。彼らは決して出発するのが遅かったわけではありません。ただ出発の仕方が違っていただ
けなのです。
　世の中には人生の最初の３０年間をまるで深い霧の中を歩くように過ごす特別な種類の人が
います。ほかのだれもが晴れ渡った舗装道路を全力で走っているというのに外から見ればそれ
はためいに見えるでしょう。道に迷っているように見えるかもしれません。
　しかし、その人の内側で実際に起きていることはほとんどの人が理解できるような心理的な
構造をしていません。彼らは遅れを取っているわけではありません。外の世界がまだ受け止め
きれないほど複雑で難装にも重なり、深い意味に満ちた内なる世界を構築している最中なので
す。
　ここで多くの人が誤解していることがあります。いつまでに目標に到達すべきか、いつまで
に人生の答えを出すべきか、いつまでになに者かになるべきかを教える世間のタイムラインは
そもそもあなたのような心を持つ人のためには作られていません。
　そのタイムラインは世界をそのまま吸収する心のために設計されたものであり、世界に住み
つく前に世界に対して疑問を投げかける心のためには作られていないのです。
　心理学者カールユングはまさにこのタイプの人々を生涯かけて研究しました。彼は彼らに特
別な名前をつけました。そして、彼が発見したのは彼らの遅れは決して欠陥ではないというこ
とでした。それはまったく異なる時計の針の上で展開される異なる知性の現れだったのです。
　あなたがこの性格特性を持っていることを示す7つのサインをご紹介します。そして、なぜ
あなたの到着が遅れたことが、あなたが早い道では決してたどり着けない大きな目的のために
作られた存在であるという最も確かな証明になるのかをお話しします。

　１つ目のサイン。子ども時代まだ理解できない言語の映画を見ているような感覚があった。
　ほとんどの子どもたちは世界を吸収します。観察し真似をしてなに者かになっていきます。
この性格を持つ子どももまた観察します。しかし、なにかが違います。彼らは簡単に真似をす



ることができません。まるで自分が参加すべき世界との間に見えないガラスの壁があるかのよ
うに物理的とも言えるほどの距離を置いて世界を観察します。
　あなたにも覚えがあるかもしれません。あなたは遊び場の隅に静かに座っているような子ど
もでした。それは怖かったからではなく、まだ言葉を持たないなにかを一生懸命に理解しよう
としていたからです。あなたは授業中、よく窓の外を眺めている生徒でした。退屈していたか
らではなく、あなたの心はすでに授業がまだ追いついていない、もっと先の場所へと移動して
いたからです。
　内気に見えたものは実は内面の深さでした。引きこもっているように見えたものは、実は環
境が受け取れないほどの高い周波数で心が情報を処理している姿だったのです。ユングはこれ
を無意識が異常なほど活発に働き、意味や象徴、感情が言語化されるよりも先に１つに融合し
てしまう精神状態だと説明しました。
　その結果、あらゆることを強烈に感じるのにそれをほとんど説明できない子どもが出来上が
ります。これがその人になにをもたらすでしょうか？　それは最初の分離を生み出します。自
分がほかの人とは少し違うという静かな認識です。優れているわけでも劣っているわけでもあ
りません。ただ大通りと並行して走る別の線路の上を走っているだけなのです。大通りを見る
ことはできるけれど、常にその距離を感じている状態です。
　もし、これに心当たりがあるなら、はっきりと聞いて欲しいことがあります。その分離感は
世界からの拒絶ではありませんでした。それはあなたの心が最初からだれかほかの人のために
作られた方にはまるようにはできていなかったという最初の証拠だったのです。

　２つ目のサイン。あなたは大人が答えられないような質問をする子どもだった。
　質問をして目の前の大人が言葉につまり答えを探し、そして、お互いにそれが不完全な答え
だと分かっているものを提示されるのを見る。そこには特有の孤独感があります。あなたはき
っと、１２歳になるまでにこれを何十回も経験したはずです。
　なぜ人は自分を傷つけるようなことを信じるのだろう。だれも見ていないとき、本当の自分
はどうなってしまうのだろう。みんなが理解しているふりをしているけれど、本当に理解して
いる人はいるのだろうか？
　これらは気難しい子どもの質問ではありません。表面的なものの奥に深さを感じ取ってしま
ったがゆえに、表面だけを受け入れることができない心の声なのです。ユングはこれを意識の
重荷と呼びました。ほかの人が快適に生きるために必要としている幻想を見抜いてしまう、と
いう不快な能力です。
　だれも語ろうとしないその代償についてお話ししましょう。だれもが信じることに同意して
いることのひび割れを指摘するような質問をしたとき、あなたは答えを得ることはできませ
ん。代わりに不快感を与えられます。
　あなたの好奇心はどこか不適切であり一貫性を求める。あなたの欲求は過剰であり、ほかの
皆が葛藤なしに受け入れていることをただ受け入れるべきだという暗黙のメッセージを受け取
るのです。
　しかし、あなたはそれができませんでした。そして、それができないことは欠点ではありま
せんでした。それは、あなたの心があかじめ組み立てられた意味を受け継ぐのではなく、ゼロ
から自分の手で意味を構築するように作られている、という最も初期のサインだったのです。
　これには時間がかかります。いつでも必ず時間がかかります。しかし、あなたが自分で築き
上げたものは世界がそれに疑問を投げかけてきても、崩れることはありません。なぜなら、あ
なたはすでに存在するあらゆる角度から、それに疑問を投げかけ終わっているからです。



　３つ目のサイン。ほかの人には当たり前のように見える。決断があなたには不可能な計算の
ように感じられた。
　大人になってからのサインに移りましょう。若いころ、まわりの人たちがまるで超能力のよ
うに確信を持って人生の選択をしていく時期があります。仕事を選び、人間関係を築づき、自
分はなに者でどんな人生を望み、どこへ向かっているのかを宣言します。
　あなたはおそらく、彼らと同じ機会を目の前にしながらそこに立ち尽くし動くことができな
かったのではないでしょうか。それは、あなたに能力がなかったからでも野心がなかったから
でもありません。あまりにも多くのものが見えすぎてしまったからです。どの道を検討しても
そこに伴う犠牲が見えました。どんなアイデンティティを試してみても、自分の一部が切り捨
てられるのを感じました。
　１つのサインの裏にはほかの人には見えない２０個の絵が隠されていることが分かってしま
ったのです。ユングはこの身動きが取れない状態を優柔不段とは考えませんでした。それは、
まだそれに名前をつける言葉を持つ前の段階で働いていた誠実さだったのです。
　あなたの精神は、自分にとって不可欠ななにかを捨てるようなことには一切コミットしない
と拒絶していたのです。だから、あなたはためらいました。試しては手放しました。あなたが
一度は検討し、そして、選ばなかった道をほかの人たちが通りすぎていくのを見ていました。
　そして、そのすべての底辺で静かな恐怖が育っていったはずです。もし、一生自分の居場所
を見つけられなかったらどうしよう。自分はそもそもどこにも適用できないように作られてい
るのではないか。
　その恐怖は嘘でした。あなたは選択に失敗していたのではありません。偽りの選択をするこ
とを拒否していただけなのです。この二つはまったくの別物です。しかし、多くの人が人生の
この時期について誤解しています。
　まず、先へ進む前に是非これを聞いてください。もしあなたが、瞑想しているように見えた
数年間に対して恥じらいを感じて生きてきたのなら、つぎのサインがすべてを変えてくれるは
ずです。

　４つ目のサイン。あなたの二十代は足し算ではなく引き算の季節だった。
　あなたの周りの人は皆なにかを付けたしていました。資格を足し、人脈を足し、自分がなに
者かになっていく目に見える証拠を足していました。
　一方、あなたは外から見れば前進とは正反対のことをしているように見えました。あなたは
引き算をしていました。受け継いだだけで自分が選んだわけではない信念を脱ぎ捨てていまし
た。表面上はよく見えても心の奥で虚しさを感じる道からは歩み去っていました。自分の価値
観を一度も省みないような人たちからの承認には、興味を失っていました。
　あなたは、ソーシャルメディアの華やかな写真には決して映らない方法で本当は自分のもの
ではなかった自分自身を解体していたのです。ユングはこの過程を「個性化」と呼びました。
それは、世界があなたにこうあるべきだと教えたすべてから本当の自分を切り離していく、長
く、目に見えず、決して華やかではない作業です。
　彼は、これこそが人間が取り組むことのできる最も心理的に過酷なプロセスだと信じていま
した。それが停滞のように見える理由は、引き算を足し算と同じ尺度で図ることはできないか
らです。あなたが取り除いたものを指さして拍手を受けることは、ありません。信じるふりを
するのをやめた信念に対して、だれも祝福してはくれません。あなたがなることを拒否したバ
ージョンのあなたをだれも祝ってはくれないのです。
　しかし、ユングはほとんどの人が理解していない真実を理解していました。この引き算のプ
ロセスを飛ばした人たち、つまり与えられたアイデンティティをただ吸収し、そのまま走り出



した人たちは彼らは早く到着しますが、心の中は空洞のまま到着します。
　抵抗は早くやってきますが、中年期に差しかかるころ、それは内側から崩れ始めます。彼ら
が築きあげた人生は、形は正しくても自分には合っていなかったからです。自分に合っていな
い人生は最終的には必ず破綻します。
　あなたは別の代償を払いました。混乱と孤独とほかの人が手に入れているものを自分はまだ
掴めないという特有の悲しみのなかで、その代償を早くに払いました。しかし、あなたはそれ
を二度と払うことはありません。なぜなら、あなたがいま気づいているものは、紛れもなくあ
なた自身の基礎の上に成り立っているからです。

　５つ目のサイン。あなたはいつも始まりのまえに結末を見ることができた。
　私がこの性格タイプについて最も魅力的だと感じる点があります。それは論理から来るので
はない直感的な理解です。経験から来るものでもありません。
　それは、完全に形づくられた状態でやってきます。人について、状況について、どの道が人
生を豊かにし、どの道が人生のように見えて実はそうではないのかについての直感です。あな
たはおそらくこれを隠すことを学んできたはずです。なぜなら、ただ分かっていたと言った
り、証拠が揃う何年もまえに決断の結果を感じ取ることができたと説明したりすると人は奇妙
な目で見るからです。
　彼らは理由を求めます。データを求めます。説明を生み出す機能を持たない。心の領域で起
きているプロセスを説明するよう求めてくるのです。ユングはこれを高度に機能している直感
機能だと説明しました。意識的な推論がまだ到達していないパターンやその意味、そして軌道
を知覚する能力です。この稀な性格タイプにおいては、この機能が非常に強いため、普通の意
思決定のプロセスがまるで異星人のもののように感じられることがあります。
　心がすり減ることがすでに分かっているのに、どうやってその仕事を選べるでしょうか？　
まだ生じていない亀裂をすでに感じ取っているのにどうしてその関係にコミットできるでしょ
うか？　結末が見えていて、その結末が、自分が行きたいと思えないものだと分かっているの
に、どうしてそのゲームに参加できるでしょうか？
　できません。それが答えです。あなたは参加しません。あなたは待ちます。自分の直感のテ
ストをクリアするなにかが現れるまで持ちこえるのです。そして、あなたが待っているあい
だ、世間はあなたのことを選《え/よ》り好みが激しすぎる、遅すぎる。とりあえずなにかを
選んでコミットすることを嫌がる人間だと言います。　
　しかし、あなたは気難しかったわけではありません。あなたは正確だったのです。あなたの
直感を否定した人たちは、多くの場合、数年後彼らが選択をするまえに、あなたの直感が警告
していたとおりの結果のなかで、生きることになります。

　６つ目のサイン。孤独が空っぽだと感じたことがない。
　これは最も誤解されているサインのひとつであり、この性格タイプにとって最も重要なサイ
ンでもあります。孤独は繋がりがない状態ではありません。それは人が密集した環境ではアク
セス不可能ななにかが存在している状態なのです。
　あなたはこれまで、それは問題だと言われてきたかもしれません。独りが好きだというのは
なにか悪いことの証拠だと。非社交的で現実逃避で人とつがる能力がないのだと。しかし、あ
なたはそのような見方がまったくの逆であることを心のどこかで常に知っていたはずです。
　あなたは繋がりから逃げているのではありません。浅い繋がりが脅やかそうとする大切なな
にかを守っているのです。あなたの内なる世界には建築物があります。部屋があり、廊下があ
り、深さがあります。それは多くの人がそこまでの独りの時間を持たないために、決して気づ



ことのないものです。
　独りのとき、あなたは空っぽではありません。ほかの人の期待というノイズが引いた時にだ
け聞こえる、本当の自分との対話をしているのです。
　ユングはこの孤独を愛する能力は症状ではないと信じていました。それは発達における必然
的な欲求なのです。この稀な性格の人は経験したことを統合し、認識したことを処理し、一貫
した自分になるために自分自身との長く深い対話の時間を必要とします。
　孤独がなければ彼らは自分を見失ってしまいます。外部からのあらゆる要求に反応するだけ
のただの反応的な自分になり、唯一の信頼できるガイドである内なる羅針盤から切り離されて
しまうのです。
　もし、孤独があなたにとって常に自己を取り戻すための場所だったのなら、あなたは壊れて
などいません。あなたは、この性格の人が完全な存在になるためにしなければならないことを
正確に行なっているだけなのです。

　７つ目のサイン。あなたはもう自分のタイムラインについて謝るのをやめた。
　これはすでに変化が始まっていることを意味するサインです。多くの場合、なにの前ぶれも
なくその時はやってきます。とても静かにやってくるため、振り返るまで気づかないこともあ
ります。
　あなたは自分への言い訳をやめます。なぜほかの人と同じ場所にいないのかを正当化するの
をやめます。自分の内面的なペースを外の世界が承認できるような言葉に翻訳して説明するの
をやめるのです。これは防御本能ではありません。防御本能よりもずっと静かでずっと強靭な
ものです。
　それは、自分のなかに確かな一貫性が生まれた最初の証拠です。あなたの内なる世界と外側
の人生がようやく一致しはじめる瞬間なのです。あなたはもうタイムラインと戦っていませ
ん。それと競争することもありません。そのタイムラインは最初からあなたのものではなかっ
たのだと、ただ受け入れたのです。
　それを受け入れたあと、なにが起きるでしょうか？　あなたの動き方が変わります。早くな
るのではなくより正確になります。あなたの決断には重みが出ます。それは焦りからではな
く、自分との調和から持たされたものだからです。
　あなたの言葉は相手に響くようになります。そこにはもう謝罪の念がクッションとして含ま
れていないからです。あなたが部屋にはいると空気が変わります。それは自分をよく見せよう
としているからではなく、あなたがだれかのために演技をするのをやめたからです。

　ユングは、これこそが稀な人がついに“本当の人生”に入る瞬間だと信じていました。自分が
どこに当てはまるのかをまだ探している人としてではなく、特定の場所に当てはまる必要がな
くなった人として。その人が稀なのは特別だからではありません。ほとんどの人が引き算のプ
ロセスを最後まで耐え抜き、その先にある一環性にたどり着くことができないからです。
　外から傍観しているように感じた子ども時代、だれも答えられない質問、簡単には持たせな
かった決断、失敗のように見えた１０年間の引き算の季節。始まりのまえに結末を見抜いた直
感。決して空っぽではなかった孤独。そして、ついにだれからの拍手も必要としない静かなる
到着。
　もし、これらのサインがあなたの人生に寄り添ってきたのなら、この言葉を胸に刻んでくだ
さい。あなたは決して遅れを取っていたわけではありません。あなたはまったく別の道を歩ん
でいただけなのです。その道は、世間が前進を図るための定規では測れない道でした。
　瞑想は無駄ではありませんでした。孤独は病いではありませんでした。遅れは失敗ではあり



ませんでした。それは、世間があなたに与えることのできない“本当の自分を生む”ための大切
な準備期間だったのです。外から見ればなにも起きていないように見える年月をかけて、あな
たの中からゆっくりと引き出される必要があったのです。
　自分のタイムラインに対して抱いていた疑問は、あなたにどこかおかしいところがある証拠
ではありませんでした。それは、あなたのような人を測るためには作られていない基準であな
たが測られていた、という証拠だったのです。
　＜ナレーション終了＞


